
○胃がん検診従事者研修 

 

【目 的】 

胃がん検診の胃内視鏡検査を実施する医師に対して、実施する場合の留意点や

偶発症対策に係る研修を実施することにより、胃内視鏡検査の実施に当たり適切な

体制を構築することを目的とする。 
 

【対象者】 

市町において胃がん検診の胃内視鏡検査を実施する医師 
 

【研修内容】 

一般社団法人日本消化器がん検診学会による「対策型検診のための胃内視鏡検

診マニュアル 2015 年度版」（以下「マニュアル」という。）のⅥの１０に規定する研修カ

リキュラムに即した内容 
 
研修カリキュラム（案） 

 課 題 内 容 

１ 胃がんの罹患・死亡の動向 ・がん登録 
・人口動態統計 

２ 胃がんのリスク要因 ・ピロリ 感染 
・生活習慣：喫煙、高塩分食など 

３ がん検診の基本概念 ・対象：適応と除外 
・検診と診療の相違点 
・対策型検診と任意型検診 

４ がん検診の有効性評価 ・研究方法 
・アウトカム指標：適切な指標とは何か 
・ガイドライン 

５ がん検診の利益 ・死亡率減少効果 

６ がん検診の不利益 ・偽陽性：定義、対策 
・過剰診断：定義、対策 
・感染 
・偶発症 

７ 精度管理 ・精度管理の方法：チェックリスト 
・精度管理指標：受診率、がん発見率、 

要精検率、精検受診率、 
陽性反応適中度 

・感度・特異度 
・追跡調査の方法 

8 胃内視鏡検診の方法 ・対象年齢・検診間隔 
・撮影方法 
・読影基準 
・症例検討 

９ 感染症対策 ・胃 内視鏡検査による感染事故 
・胃 内視鏡の洗 浄・ 消毒 

10 偶発症対策 ・胃 内視鏡検査による偶発症 
・安全管理対策 
・偶発症の報告方法 

 ※マニュアルより 

資料８ 



【参 考】 

過去の開催実績 

年度 開催日 内  容 

R１ R2.1.11（土） 講演Ⅰ：「胃がん検診における上部消化管内視鏡検査」 

 兵庫医科大学内科学消化管科 准教授 大島 忠之 先生 

講演Ⅱ：「早期胃がんに対する内視鏡治療の実際」 

神戸大学医学部附属病院国際がん医療・研究センター 

消化器内科 特命准教授 森田 圭紀 先生 

H30 H31.1.19（土） 講演Ⅰ：「対策型胃内視鏡検診とがん検診」 

 兵庫県立がんセンター消化器内科部長 山本 佳宣 先生 

講演Ⅱ：「早期胃癌内視鏡超診断術際」 

兵庫県立柏原病院副院長兼内科部長 西崎 朗 先生 

H29 H30.1.27（土） 講演Ⅰ：「対策型胃内視鏡検診導入と目指すべきもの」 

茨城県メディカルセンター  参与 斎藤 洋子 先生 

講演Ⅱ：「ピロリを軸にした胃がん検診の重要性：抗体・ペプシノゲン

の値はこう読む」 

青山内科クリニック（胃大腸内視鏡・IBD） 理事長・院長 青山 伸郎 先生 

 

 

 

 

 

 


